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％ 液 に 1 時 間浸 し て 致死 率 を 見 た 。 こ の 濃度 の マ ス タ
ー

ド処 理 で 孵化 率 は 殆 ど   とな

るが ，P．M ．P 前処 理 の 方 が 初期死卵 が 多 く蚕 で は RM ．P は マ ス ター ドに よ る致死 に 桔抗的 に 働 か ない
。

問 ナ イ ト ロ ミ ン の 感受性を P．M ．P が 抑 制 す る 化 学 的 メ カ ニ ズ ム は どの よ う な こ と に な つ て い る の か 。

　（加藤 勝）

答 ナ イ トロ ミ ン の 作用 は 通常 Ed コylen・an 】n 】  niun ・ cation の 作 用 と V ・わ れ て い ま す が こ れ は簡単に P、M ・P

　 に よ り中和 さ れ る の で あ ろ う と考え ら れ て い る＝

猩 々 蠅 の Vg 叩 翅 形 に 及 ほ す 飢 餓 飼 育 の 影 響

　　 秋　閏　康　一 。黒 川 田 鶴 子 〔東京 都 立 大 。理 ・生 ）

　Vgrtpの 邂形は 栄 養条件 の 影 響 を 受 け通 常 飼 育で 過半数 ant 】erd 　type を 示 す が 7 栄 養 不 良 な 状 態 で は

n 。 ・・hed　typ ・ を 示 す ．　P ・pt・ n ・ 　 9 ！・ ・。 se ，　Ri ・ g ・・ を ・ g・・ で 固 め た P ・pt ・・ c 飼 料 で 産 卵 後 2 日 日 の 幼虫 か

ら蛹 化 に 至 る迄 飼育す 扎 ば完全 に T ］Otched 　 ts，pe を 示 す 。 こ の 場 合 産 卵 後 羽 化 迄 13〜IS 日要 す る 。 備 ，

P ・pt。 ne 飼育の 時 間 を短 か くす れ ば ，
・・t・hcd　 t｝P・ の 出現 率 は 減 少す る・

全 く飼 料 を与 え す Ri ・9 ・・ 液 を浸 し た ろ 紙 ．i一に 幼虫 を 生 存 さ せ る完全飢餓 の 実験 で は P ・pt。・・c　fU育に 比較

して 影饗 は 少 く ， 完全飢餓 に お く時聞 が 増大 して も効果 は 殆 ど変化 し ない 。

　要す る に   ゆ の 麺形 が notched 　type に な る に は 産卵後 2 日 目か ら蛹化 す る ま で 不 良 な 栄養条 件 の 下

に 徐 々 に 発育す る1 が 必 要で あ り ， 完全 飢餓 に よっ て 一時 的 に 発育 を停 止 して も，著 し い 影響 は み られ な い 。

問　se 皿 i・starvation の 期閤 が 長 く な る と，　 noxched −type の 表現 が 乳 び Vρ ρ type に 戻 ら ない か c

　 （加地早 苗）

答　peptone の ％ を 低 く して も ， 幼虫 の 死 亡 率 は ， 増 大 す る が 麹形 は すべ て notched 　type に な る 。

綜　合　討　論

問 　さ
・elbw 　pigment が r⊂d　pigment の p1

』
ecursor で あ る と 考 え て お ら れ る が ，　 ye］］ol −

F
　 pigment の プ テ

嚥

黔 ζ灘翻艨∵倉麟｛：臓 灘 羅
　が，っ ま り yelE。 w 　pigment は red 　pigrncnt の prccursor で は な く，　 brDwn 　pign コent の 生 成を 揖制す

　る物質 と考 え られ な い か 。（加 藤 勝 ）

答 　inhibitor　 mecha ：〕ism に っ h て 足，充 公考慮 は して い る が ， 現在 の 段 階 で は 何 等 確 実 な 実 験 結果 を得 て い

　な い の で
，

一応 ye】loW　plgment が red 　pigment の 先 行 物質 で あ ろ う と 考 え た 。（平俊交〕

問 rcd 　p三gment を どの よ うに 考え られ て い る か 。（波 磨 息 k髭）

答 　私 は 直接取扱 っ て い ない の で red 　pigmellt が ど ん た もの で あ る か を 知 らな い が　
「

〔A ） H °▽ Y
の 方 が   H ° ° C

＼
。
人

。

丿 雛 濃 脇篇淵 1ご鬻 ：
　　　　　　　　 H H も揖制 され て colorless に な りや す い が （B）

　が ｛動い て red 　p苴gnコcnt に な る の で は な い か と 考 え る c 但 し以 上 の 事 は こ れ ら の pi．gnlcrlt　 forrnation に

　 mala ！CuzymC が 関 与 し て い る とい う条 件の 下 で の 考 で あ る 。（加藤勝 ）

フ ク ス ジ シ ヨ ウジ ヨウ バ エ の 自然 集団に関す る遺伝学 的研 究 （予報）

森 脇 火 五 郎 ・
北 　川 　 修 （東 京都立大 ・理 ・生）

先 に 本大 会第 22
，

23
，

24 の 各 回 に お い て
，

“

日 本産 obscura 群 シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ に つ い で
，
（森 脇 ・岡 田・

大 羽 ・黒 川），
の 報告 を 行 っ た が ， そ こ で 明 らか に さ れ た 通 り， 同群 に 属す る フ タ ス ジ シ ヨ ウ ジ ヨ ゥバ ェ

（97 ）
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1）厂 osOPhita 　bifa：　ciatct 　 t’t　＊
“
邦各地 の 山岳 ， 森林地帯 に ひ ろ く優勢な分 布 を 示す もの で あ る．わ れ わ れ は本

種 を集団遣 伝学的研究 の 資料 と して 用 い る 口的 を もつ て
， 先ず捶 腺染 色体 に よ る遺 伝 子排列型 の 基本的調 査

と突然変異 の 検 出に 薫手 しfc 、 唾腺染色体 の 検鐘 医作成 に つ い て は
一

応 の 威 果 を得 た 上排列 型の 変 異 （逆位

型 〕H 種 を 見 出 し ， 質 的 に で は あ る が そ れ ら の 各地 系統 に よ る類 別 を 行 つ た 、突然 変異 に つ い て は 既 に イ タ

リー
， オ

ー
ス ト リア で 発見 され た数種 を加 え て 約   種 に 上 つ て い る が ， 更 に 追加 さ れ っ っ あ る。

X 線処理 に よるキイ ロ シ ヨ ウジ ヨ ウバ エ の 劣性致 死系統に つ い て

塩 見 敏 男 （京 大 ・理 ・動）

　X 線処堙 に よ り得 られ た 劣 性 致 死 系統 ／ （1＞ TS −45 及 び 〜（量〕TS ・561略 称 〜・4S
，

ノー56） の 致 死 効 果 発 現

機構 に つ h て 報告 す る匸／−45 は 即 の 孵 化前 後 に 互 つ て 致死効果 が あ ら われ ， 致死 i鰍 ま幼虫体 が で きて い るが

孵 化 で きぬ か 或 は 孵 化直後 に 死 ね 、 形態的 に 特 に 異常 と 思 わ オしる 点 は な い 二
！・56 は 旺 後 期 に 死 ぬ が ，気 管 と

体 節 の 分 化が 悪 い 。

　致死 FN−｝座 は 鋭 5＝1・6．0士 G．5，
1−56 は τv と ni の 闘 の 交 叉 も著 し く剪制さオ藻 色体異常 の 存在 を 示 す

が，曦 腺染色 体 を み る と ，
〜−45 は 正 常 ，

，’・S6 は 中程度 の 逆 位が あ る 、
　 B を ヘ テ ロ に もつ た 時 ，〜45 の 小 瞑

数 が 著 し く増火 し 〔約 600）髣 生 型 の 複眼 に 近 く7sる 。 こ の 事 は 〜−45 の 卵 に お い て 尿素 の 蓄 漬が 著 し い 点 と

考え あ わ せ
．
て 味 が あ る （lmaizuml ＆ Shiot〕li

’55）こ

　〜一・ts で は 尿素 に 関係 の あ る 代 謝機儀 の 異 常 に よ る致死 ．〜一う6 で ほ 逆 位 に 起 因 す る 器 官発 生 止の 障 害 が そ

の 致死 原 因で あ る と考え られ る、

問 　照射 条 件及 び 照豺法 の 交 配 処 理 を 飼 い た し。〔森 瞭 プ⊂百郎 ）

答 1（り TS45 は 羽 化 後 5 日 の 皇肆 4000 γ ，
　 i（1）−TS −561 酬 ヒ後 6 晒 の 慰 50007　 tt照 射 し そ の 黼

　ち に 羽 化 後 3〜4 口の 雌 に 交 配 し 1｛uller −5 法 で 分 離 した、（塩 見 敏 男 ）

キ イ ロ シ ヨ ウジ ヨ ウバ エ の 一腫瘍系統にお ける腫瘍発現率に関する遺伝 学的研究

金 　久 　武 　晴 （神大 ・理 ・生 ）

　先 に ， キ イ ロ シ ヨ ウ ジ ヨ ウバ ェ の bw τlt 系統 の 踵蕩遺痃子 と ，　ト リフ ト7 ア ン 代謝 に 関 係す る 眼色 突 然

変異 遺 伝 子 と を共 存 さ せ る交 配 実 験 と， ト リブ ト 7 ア ン
， 及 び キ ヌ レ ； ン の 腫瘍購 に 及 ぼ す効果 に つ い て の

実験 とか ら ， メ ラ ニ ン 性捶蕩発現 に 関す る 物質代謝系 と ト リブ トア ア ン 代謝 と の 閥 に 密な相 関関係 が 存在す

る と い う暗 示 を 得 た 。今回 ト リ ブ ト プ ア ン の 代 言射に 関 係 が 薄 い と考 え られ て い る 瞑 色 突 然 変 異 遺 伝 子 ＠
α

，

we
，
　 c ・IT

，
　 ca ）及 び体色突 然変異 遺 伝子 （t・II）と

，
　 tu 系 よ りの 亜瘍 遺伝子 と を共存 させ る交配実 験 か ら新 に 作

っ た 腫瘍系統 の 踵瘍発現率 を 調 べ た 。 そ の 結果 2e
’a
　t・t，　 ue 　tu 系統 の 腫 瘍 発 現 率 が ，

　 tf・系統 よ り も高 く な

る事 ， 5（eyn 　tlt系統 の 踵瘍発現率 に 二 群が 見 られ ，

一
群 は 抱 系統 の 踵瘍発現 率 よ りも低 く他 の

一
群 は 高 い

事 。 夊 t
’
a 　Pa で は メ ラ ニ ン 性囀 と して 朗 らか に ， 野生 型 と 区別 出来 る もの の 他 に ， 区 別 し戴 い もの が 特 に

多 い 事 ，夊 更 に ltl　 ell 系 の 腫 瘍発現 率 は trt 系 よ り も低 い 事 が 判 つ た。

Paramecium 　caudatum の 交配 型 の 遺伝形式 （II）

樋　渡　宏　一 〔東北大 ・理 ・生 ｝

　昨年度 の 大 会 で Paramecirttn　catidatum
，

：
TCIi

： 12 に お け る交 配 型 の 遣 伝 形 式 に 2 通 りあ る こ と を 報 告 し

た。ひ と つ は 接合 の 前後 で 型 の 変 ら な い もの で あ り， も う ひ と つ は接 含後 の 型 が 接合対 ご との 分 離 を す る も

の で あ る、こ の 場 合 もつ と も考 え や す い の は cytogam ｝ が お こ るか お こ ら ない か に よ る と考 え る こ と で あ る

が ，そ の 後 の 研 究 の 結果 ，接合開始 後 syllgamy ま で の 経 過 に は 関 係 な くむ し ろ 接 含核 か ら蔽大 骸が 分 化 す

る 過 程 に 関係 が あ る こ と が 明 か に た っ た 、す な わ ち接 合 対 が は な れ て か ら直 ち に 角雨料 を与 え た場合 は 接合 の

〔98 ）
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